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電 離 連 続 状 態 に埋 もれた水 素 分 子 ２電 子 励 起 状 態 の生 成 ・崩 壊 ダイナミックスを明

らかにするため、２電 子 励 起 状 態 から解 離 生 成 する準 安 定 水 素 原 子 の検 出 による、以

下 のような対 称 性 分 離 分 光 １ ） を新 たに考 案 し、確 立 した。直 線 偏 光 による直 線 分 子 の

光 励 起 では、Σ-Σ、Σ-Π遷 移 は、それぞれ、偏 光 方 向 に対 して平 行 、垂 直 な分 子 軸 配 向

で最 も起 こりやすい。この性 質 を利 用 すれば、光 解 離 における Axia l  reco i l 近 似 のもと、

空 間 の一 方 向 にて解 離 フラグメントを検 出 することにより、Σ、Π対 称 性 を分 離 することが

で き る 。 こ の よ う な 原 理 に 基 づ き 、 水 素 分 子 （ H2 、 D2 ） か ら の 準 安 定 水 素 原 子 H(2s ) 、

D(2s )生 成 の断 面 積 曲 線 （断 面 積 vs 入 射 光 子 エネルギー）を、Σ、Π状 態 それぞれに対

して得 ることに成 功 した。これは２電 子 励 起 状 態 に対 して行 われた初 めての対 称 性 分 離

分 光 実 験 である。 

実 験 は BL28B にて行 った。H(2s)、D(2s )フラグメントは、電 場 によりそれぞれ H(2p)、

D(2p)状 態 と Stark  m ix ing させ、mix ing 状 態 から放 出 された Lyman-α光 子 として検 出 し

た 。 電 場 は 、 入 射 光 と 水 素 分 子 と

の衝 突 領 域 から 10cm 離 れた位 置

に 局 所 的 に か け ら れ て お り 、 電 場

印 加 領 域 と Lyman-α光 子 検 出 器

は 、 放 射 光 の 光 軸 ま わ り に 回 転 さ

せることができる。 
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図 １ 入 射 光 の偏 光 方 向 に対 し水 平 (○)、垂 直

(●)方 向 で測 定 した H2 、D2 からの準 安 定 水 素

原 子 生 成 断 面 積 曲 線 。 

結 果 を図 １に示 す。水 素 分 子 の

基 底 状 態 は X 1 Σ g
+ であるので、入

射 光 の偏 光 方 向 に対 し、水 平 、垂

直 方 向 に 解 離 す る 準 安 定 水 素 原

子 の生 成 断 面 積 曲 線 は、それぞれ、

1 Σ u
+ 、 1 Π u  ２電 子 励 起 状 態 に由 来

す る 。 図 １ の ４ つ の 断 面 積 曲 線 の

強 度 は 大 まかに 比 較 可 能 であ る 。

H2、D2 とも、準 安 定 水 素 原 子 生 成

は、もっぱら 1 Π u 状 態 を経 由 して起

こることが図 １よりわかる。 

 
1） E.Sh igemasa  e t  a l .  Phys .Rev.A 45  (1992)  2915  


